

























得られた実験結果を表 L2に表した.表 1は10一定でMoとおを変化させた時の Tiである.同
様に表 2は 80一定で Moと10を変化させた時の Tiを記載したものである。そこで始時に表 1で
Mo=O.lの行を除いた残り 0.05、0.2、0.3.0.5の行での関係を表したのが図 lの対数グラフである.
図 1より各直線の傾きはほとんど同ーと判断すると Tiは80にほぼ.0.6の傾きを持っている.すな
わち TiocSo.O.6になることが分かった.次に MoとTiの闘係を求めるため図 lの各直線が横軸の 80
~ 10 での切片を求めてみた.その切片 Ti と Mo の関係を図 2 で横軸に Mo、縦軸引の対数グラフ
で表したものである.
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表 1 1 ，~1.2 5[g/L-waler] における S，[g/L-waler] と
M，[g/ml-waler]を変えたときの Ti[hr] 
~ 1. 88 2 3.13 6. 25 10 12. 5 20 
0.05 1. 09 0.56 0.4 。l 2.4 0.8 
O. 2 3.6 1. 52 0.8 
0.3 3. 95 3.4 1. 95 1.4 
0.5 7.6 5.3 3.3 2.5 
表 2 50=6. 25 [g/L-waler]における I.[g/L-waler]と
M，[g/ml-walcr]を変えたときの Ti[hr] 
よ~ O. 125 O. 25 1. 25 2. 5 3. 75 
0.1 1. 91 1. 67 0.8 O. 75 
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